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11月13日〜12月10日

公
明
党「
総
務
部
会
」お
よ
び
自
由
民
主
党 

「
予
算
・
税
制
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
」に 

財
政
委
員
会
委
員
長
の
神
谷
・
安
城
市
長
が 

出
席
す
る
と
と
も
に
、
関
係
国
会
議
員
に 

対
し
要
請
活
動

　

11
月
14
日
、
公
明
党「
総
務
部
会
」お
よ
び
自
由
民

主
党「
予
算
・
税
制
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
」が
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
財
政
委
員
会
委
員
長
の
神
谷
・
安

城
市
長
を
は
じ
め
、
地
方
六
団
体
の
各
代
表
が
出
席

し
た
。

［
財
政
部
］

全
国
市
長
会
子
ど
も
・ 

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、 

１
２
０
名
を
超
え
る
市
長
が
参
加
、 

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」 

を
採
択

　

11
月
16
日
、
全
国
都
市
会
館
に
お
い
て
、「
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
今
、
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
１
２
０
名
を
超
え
る

市
長
が
参
加
し
た
。

［
社
会
文
教
部
］

理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
を
開
催

　

11
月
16
日
、
全
国
都
市
会
館
に
お
い
て
開
催
。

　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
及
び
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
へ
の
対
応
に
関
す
る
決

議
」な
ど
10
件
の
決
議
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
緊

急
決
議
〜
す
べ
て
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
目

指
し
て
〜
」お
よ
び「
平
成
30
年
度
国
の
施
策
及
び
予

算
に
関
す
る
重
点
提
言
・
提
言
」
を
決
定
し
、
正
副

会
長
に
よ
り
要
請
。

　

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
は
、
菅
・
内
閣
官
房
長

官
、
西
村
・
内
閣
官
房
副
長
官
、
野
上
・
内
閣
官
房

副
長
官
、
杉
田
・
内
閣
官
房
副
長
官
、
自
由
民
主
党

の
萩
生
田
・
幹
事
長
代
行
、
公
明
党
の
山
口
・
代
表
、

石
田
・
政
務
調
査
会
長
、
斉
藤
・
税
制
調
査
会
長
、

全国市長会の 動き

#1

#3 #2

宮沢洋一・自由民主党税制調査会会長に要請

詳細につきましては、全国市長会ホームページ
（http://www.mayors.or.jp/）
をご参照ください。
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桝
屋
・
政
務
調
査
会
会
長
代
理
、
佐
藤
・
農
林
水
産

部
会
長
、
浮
島
・
文
部
科
学
部
会
長
、
竹
谷
・
女
性

局
長
、
石
川
・
外
交
安
全
保
障
調
査
会
副
会
長
、
太

田
・
総
務
副
部
会
長
、
鰐
淵
・
文
部
科
学
副
部
会
長

に
対
し
て
、
決
議
・
緊
急
決
議
・
重
点
提
言
の
実
現

な
ど
に
つ
い
て
面
談
・
要
請
し
た
。 

［
企
画
調
整
室
］

第
８
回
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当
大
臣

と
地
方
六
団
体
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、

松
浦
会
長
が
出
席

　

11
月
20
日
、
梶
山
・
ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
担

当
大
臣
と
地
方
六
団
体
代
表
者
と
の
意
見
交
換
会
が

開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
松
浦
会
長
が
出
席
し
た
。

［
行
政
部
］

松
浦
会
長
を
は
じ
め
役
員
市
長
が 

「
都
市
税
財
源
の
充
実
確
保
」に
つ
い
て
、 

関
係
国
会
議
員
に
対
し
要
請

　

11
月
27
日
、
松
浦
会
長
は
、
自
由
民
主
党
の
塩
崎
・

税
制
調
査
会
副
会
長
に
面
談
の
上
、
平
成
30
年
度
の

予
算
お
よ
び
税
制
改
正
に
関
し
要
請
し
た
。
こ
の
他
、

同
日
に
、
都
市
税
制
調
査
委
員
会
副
委
員
長
の
本

間
・
ひ
た
ち
な
か
市
長
が
、
29
日
に
、
財
政
委
員
会

委
員
長
の
神
谷
・
安
城
市
長
お
よ
び
同
副
委
員
長
の

富
岡
・
朝
霞
市
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
民
主
党
お
よ

び
公
明
党
税
制
調
査
会
役
員
等
に
対
し
要
請
し
た
。

［
財
政
部
］

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
す
る
抗
議
文
を 

本
会
は
じ
め
地
方
三
団
体
が
発
表

　

11
月
29
日
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し
、

本
会
は
じ
め
地
方
三
団
体
が
抗
議
文
を
発
表
し
た
。

［
行
政
部
］

菅義偉・内閣官房長官に要請する正副会長

塩崎恭久・自由民主党税制調査会副会長（右）に要請する、松浦会長（左）

#4#5

#6
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「
生
活
保
護
制
度
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
」

が
開
催
さ
れ
、
岡
﨑
・
高
知
市
長
、 

松
井
・
広
島
市
長
が
出
席

　

12
月
５
日
、
厚
生
労
働
大
臣
、
知
事
、
市
長
、
町

長
で
構
成
す
る
「
生
活
保
護
制
度
に
関
す
る
国
と
地

方
の
協
議
」
が
開
催
さ
れ
、
生
活
保
護
制
度
の
見
直

し
に
つ
い
て
協
議
。
本
会
か
ら
岡
﨑
・
高
知
市
長
、

指
定
都
市
市
長
会
か
ら
松
井
・
広
島
市
長
が
出
席
し

た
。�

［
社
会
文
教
部
］

国
と
地
方
・
民
間
の「
災
害
情
報
ハ
ブ
」 

推
進
チ
ー
ム（
第
３
回
）に
副
会
長
の 

立
谷
・
相
馬
市
長
が
出
席

　

12
月
５
日
、
中
央
防
災
会
議
防
災
対
策
実
行
会
議

災
害
対
策
標
準
化
推
進
Ｗ
Ｇ
に
設
置
さ
れ
た
、
国
と

地
方
・
民
間
の「
災
害
情
報
ハ
ブ
」推
進
チ
ー
ム（
第

３
回
）が
開
催
さ
れ
、
委
員
で
あ
る
副
会
長
の
立
谷
・

相
馬
市
長
が
出
席
し
た
。

［
行
政
部
］

「
第
３
回
防
災
推
進
国
民
会
議
」に 

副
会
長
の
立
谷
・
相
馬
市
長
が
出
席

　

12
月
８
日
、「
第
３
回
防
災
推
進
国
民
会
議
」が
首

相
官
邸
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
副
会
長
の

立
谷
・
相
馬
市
長
が
出
席
し
た
。

［
行
政
部
］

#7

#8

#9

岡﨑・高知市長（右手前から2 人目）、松井・広島市長（右手前）
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《
被
災
地
支
援
関
係
》

■
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
へ
の
対
応

　

８
月
２
日
、
松
浦
会
長
お
よ
び
九
州
市
長
会
会
長

の
森
・
鹿
児
島
市
長
が
、
原
田
・
日
田
市
長
お
よ
び

森
田
・
朝
倉
市
長
と
そ
れ
ぞ
れ
面
会
し
、
九
州
北
部

豪
雨
に
よ
る
被
災
に
つ
い
て
お
見
舞
い
、
激
励
。

　

８
月
10
日
、
森
・
鹿
児
島
市
長
、
森
田
・
朝
倉
市

長
、
原
田
・
日
田
市
長
が
、
小
此
木
・
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣（
防
災
）、
奥
野
・
総
務
副
大
臣
に
面
会
の

上
、「
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
関
す

る
要
請
」（
全
国
市
長
会
、
九
州
市
長
会
）
の
実
現
方

に
つ
い
て
要
請
。

　

そ
の
後
、
被
災
市
町
村
に
対
す
る
人
的
支
援
に
つ
い

て
、
全
国
町
村
会
、
総
務
省
お
よ
び
被
災
県
等
と
の

協
力
の
も
と
、
各
市
区
に
対
し
職
員
派
遣
を
依
頼
し
、

３
名
の
派
遣
が
決
定（
平
成
29
年
11
月
１
日
現
在
）。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
各

市
区
か
ら
の
人
的
支
援
を
依
頼
。

■
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
係

る
被
災
市
町
村
に
対
す
る
人
的
支
援
を
決
定

　

東
日
本
大
震
災
に
係
る
被
災
市
町
村
に
対
す
る
人

的
支
援
に
つ
い
て
、
全
国
町
村
会
、
総
務
省
お
よ
び

被
災
県
と
の
協
力
の
も
と
、
各
市
区
に
対
し
職
員
派

遣
を
依
頼
し
、
３
８
８
名
の
派
遣
が
決
定
。
ま
た
、

元
職
員
等
の
情
報
提
供
に
よ
り
、
６
名
の
採
用
等
が

決
定（
平
成
29
年
11
月
１
日
現
在
）。

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
係
る
被
災
市
町
村
に
対
す

る
人
的
支
援
に
つ
い
て
、
全
国
知
事
会
、
全
国
町
村

会
、
総
務
省
お
よ
び
被
災
県
等
と
の
協
力
の
も
と
、

各
市
区
に
対
し
職
員
派
遣
を
依
頼
し
、
41
名
の
派
遣

が
決
定（
平
成
29
年
11
月
１
日
現
在
）。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
各

市
区
か
ら
の
人
的
支
援
を
依
頼
。

《
地
方
分
権
関
係
》

■
提
案
募
集
へ
の
対
応

　

４
月
19
日
、「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律（
第
七
次
一
括
法
案
）」が
成
立
。

　

平
成
29
年
の
提
案
募
集
に
お
い
て
、
１
８
４
団
体

か
ら
３
１
１
件
の
提
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
内

閣
府
と
関
係
府
省
の
間
で
調
整
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

２
１
０
件
の
提
案
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
平
成
29
年

12
月
26
日
に
「
平
成
29
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に

関
す
る
対
応
方
針
」
が
閣
議
決
定
。
法
律
改
正
事
項

に
つ
い
て
は
、
一
括
法
案
等
を
平
成
30
年
通
常
国
会

に
提
出
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

《
地
方
財
政
関
係
》

■
平
成
30
年
度
税
制
改
正

　

12
月
14
日
、「
平
成
30
年
度
税
制
改
正
大
綱
」（
自

由
民
主
党
・
公
明
党
）が
決
定
。

　

主
な
改
正
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

　

償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
中

小
企
業
の
新
規
の
設
備
投
資
を
対
象
と
し
た
特
例
措

置
を
、
平
成
30
年
度
か
ら
３
年
間
の
時
限
措
置
と
し

て
創
設
。
全
国
一
律
で
は
な
く
、
各
市
町
村
が
適
用

の
可
否
を
判
断
で
き
る
も
の
と
さ
れ
、
対
象
と
す
る

地
域
、
業
種
、
税
率（
１
／
２
〜
０
）は
、
各
団
体
の

条
例
に
定
め
る
。
適
用
に
よ
る
減
収
分
は
、
地
方
交

付
税
に
よ
り
補
て
ん
。

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
つ
い
て
は
、
現
行
制
度
を

堅
持
。

　

森
林
環
境
税（
仮
称
）に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度

に
国
税
と
し
て
創
設
。
１
人
当
た
り
年
１
０
０
０
円

を
個
人
住
民
税
均
等
割
に
上
乗
せ
し
、
市
町
村
が
徴

収
。
課
税
は
平
成
36
年
度
か
ら
開
始
。
平
成
31
年
度

か
ら
課
税
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
先
行
し
て

国
が
借
入
金
を
原
資
と
し
た
譲
与
税
を
譲
与
。

■
平
成
30
年
度
地
方
財
政
対
策

　

平
成
30
年
度
の
地
方
一
般
財
源
総
額
は
、
前
年
度

を
上
回
る
62
・
１
兆
円
を
確
保
。
地
方
交
付
税（
交
付

ベ
ー
ス
）に
つ
い
て
16
・
０
兆
円（
対
前
年
度
０
・
３
兆

円
減
）
を
確
保
し
、
あ
わ
せ
て
臨
時
財
政
対
策
債
に

つ
い
て
４
・
０
兆
円（
同
０
・
１
兆
円
減
）が
計
上
。

　

ま
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
１
兆
円
を
確
保
す
る
ほ
か
、
歳
出

特
別
枠
（
前
年
度
０
・
２
兆
円
）
に
つ
い
て
、
平
時

モ
ー
ド
へ
の
切
替
え
を
進
め
る
た
め
に
廃
止
さ
れ
た

一
方
で
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
・
維
持
補
修

平
成
29
年
全
国
市
長
会
を
取
り
巻
く
主
な
動
き
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の
た
め
の
経
費
や
社
会
保
障
関
係
の
地
方
単
独
事
業

費
の
増
額
に
よ
り
、
そ
の
同
額
が
計
上
さ
れ
る
な
ど

実
質
的
に
確
保
。

《
社
会
保
障
関
係
》

■
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立

　

５
月
26
日
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化

の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」が
成
立
、
６
月
２
日
公
布（
一
部
を
除
き
、
平
成

30
年
４
月
１
日
施
行
）。

　

同
改
正
法
は
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
と
要
介
護
状

態
の
重
度
化
防
止
に
向
け
た
保
険
者
機
能
の
強
化
等

の
取
組
の
推
進
、
介
護
医
療
院
の
創
設
等
に
よ
る
医

療
・
介
護
の
連
携
の
推
進
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
よ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
深
化
・
推
進
。
ま
た
、
２
割
負
担
者
の
う

ち
特
に
所
得
の
高
い
層
の
負
担
割
合
を
３
割
と
す
る

こ
と
や
、
介
護
納
付
金
へ
の
総
報
酬
割
の
導
入
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確
保

し
、
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
。

■「
生
活
保
護
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て（
生
活
保
護

制
度
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
の
と
り
ま
と
め
）」

が
了
承

　

12
月
５
日
、
厚
生
労
働
大
臣
、
知
事
、
市
長
、
町

長
で
構
成
す
る
「
生
活
保
護
制
度
に
関
す
る
国
と
地

方
の
協
議
」
が
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
岡
﨑
・
高
知

市
長
が
出
席
し
た
。「
生
活
保
護
制
度
の
見
直
し
に
つ

い
て（
生
活
保
護
制
度
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
の

と
り
ま
と
め
）」
が
原
案
の
と
お
り
了
承
さ
れ
、
厚
生

労
働
省
は
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
生
活
保
護
法
の

改
正
案
を
平
成
30
年
通
常
国
会
に
提
出
す
る
方
針
。

《
国
土
交
通
関
係
》

■
所
有
者
不
明
土
地
対
策
等
の
推
進 

　

所
有
者
不
明
土
地
等
に
つ
い
て
は
、「
骨
太
の
方

針
２
０
１
７
」
に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

適
切
な
利
用
や
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
省
庁

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
国
の
関
連
審
議
会
等
に
お
い
て
検
討
が
進
め

ら
れ
、
公
共
事
業
の
た
め
に
所
有
者
不
明
土
地
を
収

用
す
る
場
合
に
お
け
る
収
用
手
続
き
の
簡
素
化
や
相

続
未
登
記
農
地
等
の
有
効
活
用
に
資
す
る
関
連
法
案

が
次
期
通
常
国
会
に
提
出
見
込
み
。

《
農
林
水
産
関
係
》

■
農
地
転
用
許
可
権
限
等
に
係
る
指
定
市
町
村
の

指
定

　

農
林
水
産
省
は
、
３
月
24
日
お
よ
び
６
月
23
日
、

新
た
に
農
地
転
用
許
可
権
限
等
に
係
る
指
定
市
町
村

の
追
加
指
定
を
行
い
、
合
計
43
市
町
を
指
定
。

■
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
の
決
定

　

政
府
は
、
11
月
24
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
を
含

む
）
お
よ
び
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
発
効
を
見
据
え
、

貿
易
自
由
化
に
伴
う
国
内
対
策
を
示
し
た
「
総
合
的

な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
」
を
決
定
。
平
成
29
年

度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
当
面
必
要
と
考
え
ら
れ
る

予
算
を
確
保
。

《
本
会
活
動
関
係
》

■
会
長
が
欠
け
た
場
合
の
執
行
体
制
の
整
備

　

４
月
12
日
、「
会
長
が
欠
け
た
場
合
の
執
行
体
制

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
議
」（
座
長
：
内
野
・
海

老
名
市
長
、
座
長
代
理
：
神
出
・
海
南
市
長
）
が
、

会
長
が
欠
け
た
場
合
の
次
期
会
長
の
選
任
方
法
、
会

長
職
務
代
理
者
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
検
討
結
果
を

取
り
ま
と
め
。
第
87
回
全
国
市
長
会
議
に
お
い
て
、

こ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
会
則
等
の
改
正
を
実
施
。

■
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
現
地
視
察

　

４
月
25
日
お
よ
び
26
日
、
災
害
復
興
担
当
副
会
長

の
立
谷
・
相
馬
市
長
を
は
じ
め
26
名
の
市
長
が
原
子

炉
建
屋
、
多
核
種
除
去
設
備
な
ど
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
構
内
施
設
を
視
察
。

■
土
地
利
用
行
政
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
が
報

告
書
、
特
別
提
言
を
取
り
ま
と
め

　

５
月
25
日
、「
土
地
利
用
行
政
の
あ
り
方
に
関
す

る
研
究
会
」（
座
長
：
志
賀
・
東
金
市
長
、
座
長
代

理
：
牧
野
・
飯
田
市
長
）
が
超
高
齢
・
人
口
減
少
時

代
に
適
し
た
制
度
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、
都
市
自

治
体
に
よ
る
一
元
的
な
土
地
利
用
行
政
の
確
立
な
ど

を
内
容
と
す
る
提
言
等
を
盛
り
込
ん
だ「
報
告
書
」を
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取
り
ま
と
め
。
第
87
回
全
国
市
長
会
議
に
お
い
て
提

言
部
分
を
「
土
地
利
用
行
政
の
あ
り
方
に
関
す
る
特

別
提
言
」と
し
て
決
定
。

■
女
性
市
長
に
よ
る
未
来
に
向
け
た
政
策
懇
談
会
が

会
議
録
を
作
成

　
「
女
性
市
長
に
よ
る
未
来
に
向
け
た
政
策
懇
談
会
」

（
座
長
：
清
原
・
三
鷹
市
長
、
座
長
代
理
：
奥
山
・

仙
台
市
長
）が
、
３
回（
平
成
28
年
９
月
か
ら
平
成
29

年
４
月
ま
で
）
に
わ
た
り
開
催
し
た
懇
談
会
の
記
録

を
ま
と
め
た
「
会
議
録
」
を
作
成
。
全
女
性
市
区
長

（
19
名
）の
参
画
を
得
た
懇
談
会
で
は
、
女
性
の
視
点

で
将
来
を
見
据
え
、
都
市
自
治
体
を
と
り
ま
く
政
策

課
題
に
つ
い
て
、
事
例
を
報
告
す
る
と
と
も
に
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
加
藤
勝
信
・
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣（
男
女
共
同
参
画
）か
ら
激
励
を
受
け
る
回
も
あ
る

な
ど
、
そ
の
活
動
の
記
録
を
ま
と
め
た
。

■
第
87
回
全
国
市
長
会
議
を
開
催

　

６
月
７
日
、
第
87
回
全
国
市
長
会
議
等
を
開
催
。

第
29
代
全
国
市
長
会
会
長
に
松
浦
・
防
府
市
長
が
選

任
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
及
び
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
へ
の

対
応
に
関
す
る
決
議
」「
地
震
・
津
波
・
台
風
等
防
災

対
策
及
び
原
子
力
安
全
・
防
災
対
策
の
充
実
強
化
に

関
す
る
決
議
」「
地
方
創
生
の
推
進
・
分
権
型
社
会
の

実
現
に
関
す
る
決
議
」「
都
市
税
財
源
の
充
実
強
化
に

関
す
る
決
議
」「
持
続
可
能
で
安
定
的
な
社
会
保
障
制

度
の
構
築
に
関
す
る
決
議
」「
参
議
院
選
挙
制
度
改
革

に
関
す
る
決
議
」お
よ
び「
土
地
利
用
行
政
の
あ
り
方

に
関
す
る
特
別
提
言
」の
７
件
を
決
定
。

■
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
都
市
自
治
体
の
税

財
政
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
を
設
置

　
「
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
都
市
自
治
体
の

税
財
政
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」（
座
長
：
牧
野
・

飯
田
市
長
、
座
長
代
理
：
髙
橋
・
高
岡
市
長
）
を
設

置
（
７
月
12
日
、
政
策
推
進
委
員
会
）。
都
市
自
治
体

が
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、
地
域
の
実

情
に
沿
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
提
供
し
て

い
く
た
め
、
現
在
の
都
市
自
治
体
が
抱
え
る
税
財
政

上
の
課
題
を
検
証
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
自
治

体
が
自
立
し
、
自
由
度
の
高
い
行
財
政
運
営
が
可
能

と
な
る
都
市
税
財
政
の
あ
り
方
や
こ
れ
に
関
連
し
た

都
市
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
開
始
。

■
第
79
回
全
国
都
市
問
題
会
議
を
開
催

　

11
月
９
日
、
10
日
の
両
日
、
那
覇
市
の
「
沖
縄
県

立
武
道
館
」に
お
い
て
、「
ひ
と
が
つ
な
ぐ
都
市
の
魅

力
と
地
域
の
創
生
戦
略
―
新
し
い
風
を
つ
か
む
ま
ち

づ
く
り
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
長
、
市
議
会
議
員
、

都
市
自
治
体
関
係
者
等
２
２
０
０
名
を
超
え
る
参
加

を
得
て
開
催
。
目
指
す
都
市
像
、
地
域
の
活
力
創
出

の
あ
り
方
、
課
題
お
よ
び
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て

熱
心
に
討
論
。

　

な
お
、
第
79
回
目
に
し
て
初
め
て
沖
縄
県
で
開
催
。

■
全
国
市
長
会
子
ど
も
・
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
、
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

　

11
月
16
日
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
今
、
緊

急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
加
藤
・

厚
生
労
働
大
臣
に
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど

も
・
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
１
２
０
名

を
超
え
る
市
長
が
参
加
し
、
①
消
費
税
・
地
方
消
費

税
率
10
％
へ
の
確
実
な
引
上
げ
、
②
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
等
の
具
体
化
に
向
け
、
地
方
と
の
十
分

な
協
議
と
地
方
財
源
の
確
保
、
③
子
ど
も
医
療
費
に

係
る
全
国
一
律
の
保
障
制
度
の
創
設
お
よ
び
国
保
の

減
額
調
整
措
置
の
全
面
廃
止
、
④
子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
強
化
、
⑤
児
童
虐
待
防
止
対
策
お
よ
び
支
援
施

策
を
強
化
す
る
た
め
の
一
層
の
支
援
措
置
に
つ
い

て
、
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
満
場
一
致
で
採
択
。
同
ア

ピ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
同
日
午
後
の
理
事
・
評
議
員

合
同
会
議
に
お
い
て
、
緊
急
決
議
と
し
て
決
定
。

■
損
害
保
険
制
度
21
年
ぶ
り
の
新
制
度
創
設

　

防
災
を
目
的
と
す
る
避
難
指
示
等
の
発
令
に
際

し
、
市
が
負
担
す
る
費
用
に
対
し
て
保
険
金
を
支
払

う「
防
災
・
減
災
費
用
保
険
」制
度
を
５
番
目
の
損
害

保
険
制
度
と
し
て
新
た
に
導
入
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
漏
え
い
に
起
因
し
て
市
が
被
る

損
害
賠
償
責
任
お
よ
び
対
応
費
用
を
補
償
す
る
、「
個

人
情
報
漏
え
い
特
約
」
を
市
民
総
合
賠
償
補
償
保
険

に
、
市
が
実
施
す
る
健
診
業
務
等
に
よ
り
損
害
を
与

え
た
場
合
の
賠
償
責
任
を
補
償
す
る「
健
診
特
約
」を

予
防
接
種
事
故
賠
償
補
償
保
険
に
そ
れ
ぞ
れ
特
約
と

し
て
新
た
に
導
入
。


